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私たちにしかできないこと。

それは、社会や事業環境の変化を先取りし、

その可能性を引き出して、最大化していくこと。

変革、革新を続けて、新たな社会価値の創出に挑戦する。

未来を創るのは、私たちだ。
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トップメッセージ

三菱HCキャピタルグループの
真のスタートを迎えて

2023年 4 月に社長に就任しました久井です。

平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

三菱ＨＣキャピタルは、2021年 4月、三菱 UFJリースと日立キャピタルの統合により誕生しました。

統合当初に掲げた 2年間の経営統合プロセスは順調に進捗し、2023年度は、統合後、はじめてとなる

中期経営計画が始動、真の意味でのスタートを迎え、さらなる成長に向けた新たなフェーズへと移行

しております。

当社は、長期的な視点でめざすありたい姿「経営理念」の実現に向けて、そのマイルストーンとなる

「10年後のありたい姿」に、“ 未踏の未来へ、ともに挑むイノベーター ” を掲げました。

このたび始動した中期経営計画は、この「10年後のありたい姿」の実現に向けた最初のステップであり、

その遂行に役職員全員が一丸となって全力を尽くしてまいります。

国内外において社会や事業環境が大きく変化するなか、過去の延長線上に未来はありません。

当社は、グローバルに有する経験、知見などを生かしつつ、イノベーターとして、お客さま・パートナーの

皆さまと、誰も踏み入れたことのない領域をともに切り拓き、革新していく存在であり続けたいと考えて

おります。

私たち三菱ＨＣキャピタルは、ステークホルダーの皆さまのご期待にお応えできるよう、

今後とも変革、進化を続けてまいります。

ぜひご期待ください。

代表取締役 社長執行役員

経営の基本方針

： 未来志向で、責任を持って挑戦する。
： デジタルリテラシーを高め、変革を創り出す。
： 対話を通じて相互理解を深め、社内外のステークホルダーと信頼関係を築く。
： 多様性を受容し、相互に尊重する。
： 人・社会・地球と共生し、持続可能な世界を実現する。
： 高い倫理観を持ち、絶えず基本に立ち返る。

わたしたちは、アセットの潜在力を最大限に引き出し社会価値を創出することで、持続可能で豊かな未来に貢献します。

～長期的な視点でめざすありたい姿～経営理念

●地球環境に配慮し､独自性と進取性のある事業を展開することで、社会的課題を解決します。
●世界各地の多様なステークホルダーとの価値共創を通じて、持続可能な成長をめざします。
●デジタル技術とデータの活用によりビジネスモデルを進化させ、企業価値の向上を図ります。
●社員一人ひとりが働きがいと誇りを持ち、自由闊達で魅力ある企業文化を醸成します。
●法令等を遵守し、健全な企業経営を実践することで、社会で信頼される企業をめざします。

～ありたい姿を実現するためにめざすべきもの～

経営理念

経営ビジョン

経営計画

事業戦略・
経営基盤戦略

行動指針

経営ビジョン

チャレンジ
デジタル
コミュニケーション
ダイバーシティ
サステナビリティ
インテグリティ

●
●
●
●
●
●

～社員一人ひとりが “ 持つべき価値観・心構え ” “ 取るべき行動 ” ～行動指針
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数字でみる三菱ＨＣキャピタルグループ

カスタマーソリューション

カスタマーソリューション

環境エネルギー

環境エネルギー※

不動産

不動産

モビリティ

モビリティ

調整額

調整額

海外地域※2

海外地域

航空

航空

ロジスティクス

ロジスティクス

セグメント資産残高※1

32,277

4,332

16,402

4,472

414

1,058

26,442

10,929

9兆6,329億円

1,162億円

（億円）

セグメント利益（億円） （2023年3月期）

（2023年3月末時点）

国内 44％※3海外 56％※3

381 290 116 62 153 126 37

△6

カスタマーソリューション

カスタマーソリューション

環境エネルギー

環境エネルギー※

不動産

不動産

モビリティ

モビリティ

調整額

海外地域※2

海外地域

航空

航空

ロジスティクス

ロジスティクス

381

116

62

12637

290

153

1,162億円
（億円）

セグメント利益※4

（億円）

（2023年3月期）

381 290 116 62 153 126 37

△6

Drewry社レポートより

国内外の
再生可能エネルギー

発電事業における持分出力数

海上コンテナリースの
世界市場シェア

航空機リース事業の
保有機体数

純利益

展開国数

総資産 株主還元

従業員数グループ会社数

過去最高益を更新

欧州 ･ 米州 ･ 中国 ･
ASEAN など

※ CEU：Cost Equivalent Unit の略。新造
20フィートドライコンテナの過去平均購入
価格を1CEU として求める、各種コンテナ
数量の換算単位

※単体ベース

（2023年3月末時点） （2023年3月末時点）

（2023年3月期） （2023年3月末時点） （2023年3月期）

（2023年3月末時点）

（2023年3月末時点）
（2023年3月末時点）

1.3GW 199 機

1,162 億円 10.7兆円 24期連続増配

8,648 人

業界第 4 位

世界 20 カ国
以上

世界中に

250 社
以上

（CEU※ベース、2022 年12月末時点）

※１ セグメント資産残高＝「営業資産残高」+「持分法投資残高」+「のれん」+「投資有価証券等」
※２ 海外地域セグメントの資産残高および利益には、航空・ロジスティクスなどの他のセグメントに属する海外の資産や利益は含みません。
※３ 「カスタマーソリューション」「環境エネルギー」「不動産」「モビリティ」セグメントを国内、「海外地域」「航空」「ロジスティクス」セグメントを海外として集計し、

概算の比率をお示ししていますが、一部のセグメントは国内・海外両方の資産が含まれており、実際の比率は上記と異なります。
※４ 純利益には調整額マイナス6 億円を含みます。
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環境エネルギー

航空

カスタマーソリューション

海外地域

ロジスティクス

不動産

モビリティ

国内外において、太陽光や風力などの再生可能エネルギー発電事業
および環境関連ファイナンス事業を展開しています。
国内における再生可能エネルギー発電事業の運転開始済み持分出
力は、トップクラスの1.2GWです（2023年３月末時点）。

グローバルに物流を支える｢海上コンテナ」｢鉄道貨車」などのアセット
をリース･ファイナンスを通じてお客さまに提供しています。

航空機リース、航空機エンジンリース、エンジンパーツアウト事業 ※

など、世界各地の航空会社や航空機整備会社の多様なニーズに対応し
たサービスを提供しています。
※ 退役時期が近い航空機エンジンを購入し、その解体を行い、各部品を修理後、整備会社や

航空会社に販売する事業

オフィスビルや住宅、商業施設、ホテル、物流施設など、さまざまな
アセットタイプを対象に、不動産ファイナンス事業、不動産投資事業、
不動産アセット・マネジメント事業などを展開しています。

電気自動車（EV）の普及の加速、カーシェアリング、自動運転といった
新たなサービスの拡大により、大きな転換期を迎えているモビリティ業
界において、世界各地のパートナー企業と連携のうえ、付加価値の高い
オートリース、モビリティ事業を展開しています。

国内において、法人・官公庁向けにリースをはじめとするファイナンス
ソリューションを提供する「カスタマービジネス」、および提携ベン
ダー（メーカーや代理店など）の販売を支援するファイナンス機能
を提供する「ベンダービジネス」を中心に展開しています。

欧州 ･ 米州 ･ 中国 ･ASEANにおいて、各国・地域の社会的課題
やお客さまのニーズを踏まえた顧客向けリース、販売金融をはじめ
とするファイナンスソリューションを提供しています。

豊富に蓄積された知見を活用し、アセットの持つ潜在力を最大限に引き出しつつ、

グローバルに事業を展開。

三菱ＨＣキャピタルグループは、お客さまの挑戦を支えるパートナーとして、

新たな社会価値を提供していきます。

事業内容

東日本大震災の復興整備事業支援の一環で、 福島県浪江町
谷津田地区におけるメガソーラー発電事業に出資参画しています。

次世代航空技術ベンチャーや、SAF（Sustainable Aviation 
Fuel）等の調査・分析にも取り組んでいます。

大手海上コンテナリース会社の一角を占めるCAI International, 
Inc. の事業などによる物流効率化への貢献を通じて、世界貿易の
発展に寄与しています。

物流施設の開発においては、省エネ対策を施すなど環境負荷低
減に配慮した設計としているほか、非常用電源の設置など、入居
企業のBCP 対策に貢献しています。

EVの導入支援など、豊富なノウハウや蓄積されたデータの分析
結果などを活用した最適なソリューション提案により、導入企業の
さまざまな環境ニーズに対応しています。
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会社概要

歩み

外部からの評価

商 号 三菱HCキャピタル株式会社
（英文表記：Mitsubishi HC Capital Inc.）

本 社 所 在 地 〒100-6525 東京都千代田区丸の内一丁目5番1号

代 表 者 代表取締役 社長執行役員　久井 大樹

従 業 員 数 連結 8,648 名
単体 2,182 名 ※ 2023年3月末時点

事 業 概 要 各種物件のリース、各種物件の割賦販売、
各種ファイナンス業務等

上場証券取引所 東京証券取引所 プライム市場
名古屋証券取引所 プレミア市場

資 本 金 33,196 百万円

日本格付研究所
（JCR）

格付投資情報センター
（R&I） ムーディーズ S&P

長期 AA AA- A3 A-
短期 J -1+ a-1+ － A-2

 
 

 
 

最小サイズ
ヨコ 12.8 ミリまで

2023年度において、「 IT奨励賞」を受賞

健康経営優良法人 2023（大規模法人部門）認定

プラチナくるみんマークの取得

えるぼしマークの取得

社会的責任投資（SRI：Socially Responsible Investment）
指標銘柄に選定

公益社団法人企業情報化協会が主催する「2023年度（第41回）IT賞」において、
「10年後を見据えた多面的アプローチによるDX活用のための土台作り」への取り組
みが評価され、IT奨励賞（マネジメント領域）を受賞しました。
旧日立キャピタルにおける受賞も含めて、7年連続の受賞です。

社員が生き生きと健康的に業務に取り組むことができるように努める体制が評価され、
経済産業省が創設した「健康経営優良法人認定制度」で、「健康経営優良法人2023

（大規模法人部門）」に認定されました。

「次世代育成支援対策推進法」に基づく優良な子育てサポート企業として、厚生労働大臣
より「プラチナくるみん」認定を取得しました。

「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律（女性活躍推進法）」に基づく
認定基準を満たし、その取り組みの実施状況などが優良な企業として、厚生労働大臣
より「えるぼし」認定を取得しました。

ESG（環境・社会・ガバナンス）面で優れた企業として、代表的なSRI指標（インデックス）
銘柄に選定されています。詳細はコーポレートサイトをご覧ください。

三菱ＵＦＪリースと日立キャピタルが資本業務提携

ダイヤモンドリースとＵＦＪセントラルリースが
合併し、商号を三菱ＵＦＪリースとする

セントラルリースがＵＦＪビジネスファイナンスの
リース事業部門を統合し、商号をＵＦＪセントラル
リースとする

ダイヤモンドリースと菱信リースが合併

ダイヤモンドリース設立

セントラルリース設立

商号を日立月販から日立クレジットに変更

日立リース設立

東京日立家庭電器月賦販売（日立月販）設立

日立クレジットと日立リースが合併し、
商号を日立キャピタルとする

三菱ＵＦＪリースと日立キャピタルが合併し、
商号を三菱ＨＣキャピタルとする

三菱ＨＣキャピタルとして
初めての中期経営計画が始動

※ 2023 年3 月末現在

丸の内オフィス

2016 年

2007年

2004 年

1999年

1971年

1969年

1969年

1968年

1957年

2000年

2021年

2023年

外部信用格付
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